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１ 【提出理由】

当社は、平成25年４月24日開催の取締役会において、子会社取得を行うことを決議いたしましたので、金

融商品取引法第24条の５第４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第８号の２の規定に

基づき、臨時報告書を提出するものであります。　

　

２ 【報告内容】

(１)取得対象子会社の概要　

    １.直接所有する取得対象子会社  

　①商号、本店の所在地、代表者の氏名、資本金の額、純資産の額、総資産の額及び事業の内容

　　　商  　　号　　　　    有限会社マネジメントリサーチ

　　　本店の所在地　　　　　東京都台東区柳橋一丁目13番３号

　　　代表者の氏名　　　　　取締役　佐々木　宏安

　　　資本金の額　　　　　　　3,000千円(平成24年３月20日現在)

　　　純資産の額            　　517千円(平成24年３月20日現在)

　　　総資産の額　　　　　　108,287千円(平成24年３月20日現在)

　　　事業の内容　　　　　　各種株式の保有、管理、運用

　
　　②最近３年間に終了した各事業年度の売上高、営業利益、経常利益及び純利益

　

　 平成22年３月期 平成23年３月期 平成24年３月期

売上高 (千円) 13,056 6,666 ―

営業損失(△) (千円) △3,685 △8,769 △12,965

経常利益又は経常損失(△) (千円) 5,111 2,203 △2,076

当期純利益又は当期純損失(△)
(千円)

5,111 2,203 △2,076

　
　　③提出会社との間の資本関係、人的関係及び取引関係

　　　資本関係　　　当社と取得対象子会社との間には、記載すべき資本関係はありません。

　　　人的関係　　　当社と取得対象子会社との間には、記載すべき人的関係はありません。

　　　取引関係　　　当社と取得対象子会社との間には、記載すべき取引関係はありません。

　
 　 ２.間接所有する孫会社  

    ①商号、本店の所在地、代表者の氏名、資本金の額、純資産の額、総資産の額及び事業の内容

      商  　　号　　　　    株式会社システムエンジニアリング

      本店の所在地　　　　　東京都台東区柳橋一丁目13番３号　ＳＥビル

      代表者の氏名　　　　　代表取締役社長　小林　暉佳

      資本金の額　　　　　　　 82百万円(平成24年10月20日現在)

      純資産の額            　754百万円(平成24年10月20日現在)

      総資産の額　　　　　　2,290百万円(平成24年10月20日現在)

      事業の内容　　　　　  劇場、文化ホール等の公共施設の特殊音響設備、映像設備、舞台設備　　

　                          の企画設計、施工の管理保守
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　　②最近３年間に終了した各事業年度の売上高、営業利益、経常利益及び純利益

　

　 平成22年10月期 平成23年10月期 平成24年10月期

売上高 (百万円) 1,853 1,847 2,119

営業利益 (百万円) 80 43 111

経常利益 (百万円) 88 95 125

当期純利益 (百万円) 52 53 67

　
　　③提出会社との間の資本関係、人的関係及び取引関係

　　　資本関係　　　当社と孫会社との間には、記載すべき資本関係はありません。

　　　人的関係　　　当社と孫会社との間には、記載すべき人的関係はありません。

　　　取引関係　　　当社と孫会社との間には、記載すべき取引関係はありません。

　
　(２)取得対象子会社に関する子会社取得の目的

当社グループは、平成25年2月期を初年度とする中期経営計画を策定し、その重点施策の一つとして

「新規事業の取り組み強化(M＆A等)」を進め、安定黒字化と利益成長、企業価値の向上を目指しており

ます。

店舗内装工事事業を中心として、顧客の様々なソリューションニーズを解決し、サポートしていく

「店舗のトータルサービス」をより一層強化したいと考え、周辺事業の取り込みを検討してまいりま

した。

当社グループを取り巻く経営環境は厳しいものがありますが、新規事業を積極的に展開し、事業領域

の拡大による利益の確保を図ってまいります。

一方、有限会社マネジメントリサーチは、株式会社システムエンジニアリングの創業者の資産管理会

社として、株式会社システムエンジニアリングの発行済株式の70.69%を所有しております。

株式会社システムエンジニアリングは、劇場、文化ホール等の特殊音響設備、映像設備、舞台設備の企

画設計、施工管理保守およびホテル、病院向けのペイテレビ事業などを営み、大手ゼネコンを得意先と

して、音響・照明・映像・舞台設備と異なる４つの分野を１社にて受注できることを強みとしており

ます。

このような状況のもと、当社は、有限会社マネジメントリサーチの株式を取得し、株式会社システム

エンジニアリングを孫会社としてグループ化することにより、グループの得意先店舗の音響設備ニー

ズにも応えられるトータルサポート体制の充実と売上・利益の確保を目的に取得するものでありま

す。

株式会社システムエンジニアリングにおいては、当社グループの顧客へ音響設備などの設置を提案

することにより売上拡大を図り、当社グループにおいては、音響設備の提案を行うことにより顧客と幅

の広い取引関係を築き、売上拡大と信頼関係の構築が図れると考えております。

両社において、業績の向上、当社グループの収益源の多様化ができると判断し、株式取得をするもの

であります。
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　(３)取得対象子会社に関する子会社取得の対価の額

　　　有限会社マネジメントリサーチの普通株式    　700百万円

　　　アドバイザリー費用等(概算額)　　　　　　　 　33百万円

　　　合計(概算額)　　　　　　　　　　　　　　　　733百万円
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